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計画策定の趣旨 

平成９（1997）年12月に介護保険法が制定され、開始から24年となる介護保険制度は、高

齢者人口や要介護高齢者数、介護保険サービスの利用状況、高齢者の生活等にかかわる各種動

向に合わせ、これまでに様々な対応が図られています。 

一方、国立社会保障・人口問題研究所の予測（社人研推計）によれば、今後さらに現役世代の

減少が著しくなる一方、高齢化率は高まるとされています。さらに、令和22（2040）年には、

国民の34.8％が高齢者になることから、現役世代（20～64歳）の1.5人が1人の高齢者を支

える時代が訪れるとも予測されています。 

「日の出町高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画」（以下、「本計画」といいます）は、

このような状況を踏まえつつ、第８期までの町の取組を継承し、全ての高齢者が必要な医療と

介護サービスを継続的・一体的に受けられ、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けることが

できるよう、引き続き地域包括ケアシステムを深化・推進するための計画とし、町における持続

可能な介護保険制度や高齢者福祉施策の確立、地域共生社会の実現を目指して策定するもの

です。 

 

 

計画の位置づけと計画期間 

本計画は、高齢者に関

する施策を総合的かつ

計画的に推進するため、

日の出町における「市町

村老人福祉計画」と「市

町村介護保険事業計画」

を一体のものとして策定

するものです。 

市町村老人福祉計画

にあたる「日の出町高齢者保健福祉計画」は、介護保険とそれ以外のサービスを組み合わせ、健

康づくり、介護予防をはじめ、高齢者に関する日の出町の福祉の向上を目指すものです。 

市町村介護保険事業計画にあたる「日の出町介護保険事業計画」は、介護保険給付サービス

量の見込みとその確保策、制度の円滑な実施に向けた取組の内容を定める計画です。 

本計画は、令和６（2024）年度を初年度とし、令和８（2026）年度を目標年度とする 3 か年

の計画です。全国的にも高齢者の増加が見込まれる令和２２（2040）年までの中長期的な状況

を見据えつつ、引き続き日の出町の実情に合わせた地域包括ケアシステムを深化・推進させる

ための計画と位置づけます。 

 

 

平成30～令和2年度  令和3～5年度 令和 6～8 年度 令和9～11年度 

  

第７期 第８期 （第 10期） 第９期

日の出町高齢者保健福祉計画
・日の出町長期総合計画の個別計画として
高齢者に関する施策を総合的に推進

・介護保険外サービスの提供や施設整備
（生きがいづくり、在宅福祉の充実など）

日の出町介護保険事業計画
介護サービス・介護予防サービス
（居宅サービス、地域密着型サービス、
施設サービス など）

介護保険給付費予測と介護保険料算定

介護保険法
第117条
第６項

老人福祉法
第20条の８
第１項

介護保険法
第117条

一体的に
策定

2040 年 
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人口の将来推計 

日の出町では、人口減少の傾向が今後も続くと考えられます。本計画の最終年度である令和

８（2026）年には、総人口が 15,818人、高齢化率が 35.9％になる見込みです。 

日の出町の特徴として、介護保険施設等が多く、老年人口の実績には下記グラフの「うち住所

地特例者数」の人数が含まれます。 

▼ 人口と高齢化率の推移と推計 

 

資料：住民基本台帳（各年 10月 1日）、平成 30～令和５年の実績値よりコーホート要因法で推計 

※将来の人口にも過去実績の変化傾向を反映した施設入所者の人数が含まれていることになります。 
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第１号被保険者数の見込み 

介護保険料の算定に必要な第１号被保険者数の推計では、本計画期間中の第１号被保険者数

は令和6（2024）年の5,256人から年々減少していく予測となります。 

前期高齢者は令和8（2026）年まで減少が続き、その後、令和22（2040）年にかけては増

加する予測となっています。後期高齢者は令和8年まで増加が続き、その後、令和２２年にかけ

ては減少する予測となっています。 

▼ 第 1号被保険者数の推計 

 

資料：厚生労働省 地域包括ケア「見える化」システムによる推計 

※一定の施設入所者数に鑑み、国の提供によるデータを日の出町の各年齢層の人口割合に応じて案分しました。 

 

要介護認定者数の見込み 

本計画期間中、認定者数の合計は継続的に増加し、最終年度の令和8（2026）年には

1,023人になると予測されます。令和22（2040）年にかけての中長期的な見込みでは、認定

者数の合計は減少となる見込みです。 

▼ 要支援・要介護認定者数（第 1号被保険者）の推計 

 
資料：厚生労働省 地域包括ケア「見える化」システムによる推計  
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基本理念 

本計画の基本理念は「お年寄りにやさしいまちづくり」です。 

「お年寄りにやさしい」は、介護保険事業と高齢者保健福祉を切れ目なく総合的に提供してい

くことに通じ、「まちづくり」は、高齢者自身の社会参加を促し、地域の様々な主体が協力して高

齢者を支え、自立支援を推進していこうという地域包括ケアシステムの考え方、さらには「地域

共生社会」の実現に通じるものです。 

 

お年寄りにやさしいまちづくり 

 

 

基本目標 

基本理念のもとに、以下の 3つの基本目標を設定し、施策・事業の推進を図ります。 

 

基本目標１ 

元気なくらしの実現 
 

高齢者一人ひとりが、健康でかつ尊厳を保ちながら、その人らしく元気でいきいきとした生活

が送れるよう、健康づくりと介護予防、認知症ケア等が連携した総合的な介護予防施策に取り組

み、「元気なくらしの実現」を目指します。 

 

基本目標２ 

生きがいのあるくらしの実現 
 

高齢者が、長年培ってきた技術・知識、経験を生かしながら、就業、健康・福祉、スポーツ、学習

等の分野で生涯現役として活躍するとともに、自分らしく自由に働き、学び、憩い、豊かに交流す

ることを通して、お互いに協力しながら社会的な役割を担い貢献していく、「生きがいのあるくら

しの実現」を目指します。 

 

基本目標３ 

安全安心なくらしの実現 
 

高齢者一人ひとりの身体状況や、一人暮らし高齢者・高齢者世帯などの生活環境に応じた、き

め細かなサービスを提供していくとともに、高齢者が住み慣れた住まい、地域で暮らし続けられる

よう、住まい、まちづくりにおいて安全・快適さを確保し、「安全安心なくらしの実現」を目指します。 
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高齢者保健福祉施策の体系図 

高齢者保健福祉の施策では、健康づくり、介護予防をはじめ、生活支援、生きがいづくりと社

会参加活動、まちづくりなど多様な側面から高齢者を支援し、日の出町の高齢者福祉の向上を

図ります。 

 

 

お
年
寄
り
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り 

 

１ 健康づくりと 

  介護予防への支援 

  
１．健康づくりの支援 

   

   
２．地域支援事業の展開 

   

     

 

２ 高齢者の生活支援 

  
１．在宅支援サービスの推進 

   

   
２．施設福祉サービス  

   

   
３．一人暮らし高齢者への支援 

   

   
４．認知症施策の推進 

   

   
５．高齢者虐待防止対策の推進 

   

     

 

３ 高齢者の 

  生きがいづくりと 

  社会参加活動の支援 

  
１．生きがいづくりの推進 

   

   
２．社会参加活動の支援 

   

     

 

４ 高齢者を支えるまちづくり 

  １．安心して暮らせる 

  コミュニティづくり    

   ２．高齢者にやさしい居住環境・ 

  生活環境の確保    
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介護保険料の算定  

 

１ 介護保険料算定の流れ 

介護保険料は、要介護認定者数等の推計を基に、実績等を勘案して各サービスの利用見込み

量を推計し、そこから算定した給付費と、制度運営等に係る費用を将来の被保険者数で除して

算定します。 

 

 

２ 所得段階設定 

日の出町では第７期、第８期計画において、低所得者の保険料軽減を拡充しつつ、介護保険

料基準額の抑制を図るため、標準段階区分（9段階）を13段階とする多段階化の措置を行って

います。第９期計画において、国では、第１号被保険者間での所得再分配機能を強化することで

低所得者の保険料上昇の抑制（低所得者の最終乗率の引下げ）を図ることとし、標準段階を９段

階から13段階へと改訂しています。 

日の出町においては、国の示す観点及び介護保険制度の持続可能性を確保する観点から、

16段階の多段階化の措置を行うこととします。 
 

 第７期 第８期 第９期 

国の標準段階区分 9 段階 9 段階 13 段階 

日の出町の所得段階設定 13 段階 13 段階 16 段階 

  

将来の第１号被保険者数

将来の要支援・要介護認定者数

介護保険サービスの
利用状況

介護保険サービスの
利用意向

介護保険サービス給付量

介護保険サービス給付費

・特定入所者介護サービス
・高額介護サービス
・高額医療合算介護サービス
・審査支払手数料

標準給付費

地域支援事業費

保険料の算定

サービスの利用人数、
回数など

サービスの
保険給付金額

介護保険にかかる
総費用

利
用
者
数

サ
ー
ビ
ス
量

費

用

推計

推計

推計
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所得段階別介護保険料 

第９期計画期間の所得段階別介護保険料を以下のとおり設定します。 

（単位：円） 

所得段階 対 象 者 保険料率 
保険料 

(月額) 

保険料 

（年額） 

第１段階 

生活保護受給者の方 

老齢福祉年金受給者で､世帯全員が市町村民税非課税

の方 

世帯全員が市町村民税非課税の方で前年の合計所得

金額と課税年金収入額の合計が 80 万円以下の方 

0.455 

【0.285】 

2,662 

【1,667】 

31,941 

【20,007】 

第２段階 
世帯全員が市町村民税非課税の方で前年の合計所得

金額と課税年金収入額の合計が 120 万円以下の方 

0.685 

【0.485】 

4,007 

【2,837】 

48,087 

【34,047】 

第３段階 
世帯全員が市町村民税非課税の方で前年の合計所得

金額と課税年金収入額の合計が120万円を超えている

方 

0.690  

【0.685】 

4,037 

【4,007】 

48,438 

【48,087】 

第４段階 
世帯の誰かに市町村民税が課税されているが､本人は

市町村民税非課税で､かつ本人の前年の合計所得金額

と課税年金収入額の合計が 80万円以下の方 

0.90 5,265 63,180 

第５段階 
世帯の誰かに市町村民税が課税されているが､本人は

市町村民税非課税で､かつ本人の前年の合計所得金額

と課税年金収入額の合計が 80万円を超えている方 

1.00 5,850 70,200 

第６段階 
本人が市町村民税課税で､前年の合計所得金額が 125

万円未満の方 
1.25 7,313 87,750 

第７段階 
本人が市町村民税課税で､前年の合計所得金額が 125

万円以上 210 万円未満の方 
1.35 7,898 94,770 

第８段階 
本人が市町村民税課税で､前年の合計所得金額が 210

万円以上 320 万円未満の方 
1.55 9,068 108,810 

第９段階 
本人が市町村民税課税で､前年の合計所得金額が 320

万円以上 400 万円未満の方 
1.75 10,238 122,850 

第 10 段階 
本人が市町村民税課税で､前年の合計所得金額が 400

万円以上 600 万円未満の方 
1.85 10,823 129,870 

第 11 段階 
本人が市町村民税課税で､前年の合計所得金額が 600

万円以上 800 万円未満の方 
2.05 11,993 143,910 

第 12 段階 
本人が市町村民税課税で､前年の合計所得金額が 800

万円以上 1,000 万円未満の方 
2.10 12,285 147,420 

第 13 段階 
本人が市町村民税課税で､前年の合計所得金額が

1,000 万円以上 1,200 万円未満の方 
2.20 12,870 154,440 

第 14 段階 
本人が市町村民税課税で､前年の合計所得金額が

1,200 万円以上 1,500 万円未満の方 
2.25 13,163 157,950 

第 15 段階 
本人が市町村民税課税で､前年の合計所得金額が

1,500 万円以上 2,000 万円未満の方 
2.30 13,455 161,460 

第 16 段階 
本人が市町村民税課税で､前年の合計所得金額が

2,000 万円以上の方 
2.40 14,040 168,480 

※保険料は端数の調整を行い設定しています。 

※第１段階～第３段階の人は公費による負担軽減が図られ、保険料率が上記の【 】内に軽減されます。保険料（月額）

（年額）の【 】内は公費負担による軽減を適用した金額です。 

 

日の出町 高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画【概要版】 令和６年３月 

発行：日の出町いきいき健康課 高齢支援係・介護保険係 

〒190-0192 西多摩郡日の出町大字平井 2780番地 

TEL：高齢支援係 042-588-5368（直通） 介護保険係 042-588-5410（直通） 

 


